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「売春する帝国」の構造―― 

これまでの「慰安婦」問題が主に戦時下の問題としてとらえられてきたことを転換し、近代日本の植民地 

支配全体に関わる性政治の在り様として問い直す。 

 

〈著者紹介〉宋連玉（そん よのく）：青山学院大学名誉教授 

 

～版元から～ 日本の公娼制度は近代軍隊に無くてはならないものとしてつくられ、また近代家族を補完するもの 

として、帝国日本を支える重要な柱となっていきました。公娼制と「慰安婦」制度とは本質的に異なる、あるいは 

本質的に同じだとする主張が、この問題をめぐる相対立する立場での公論となっているいま、あえてその既存の公論 

を批判的に再検討し、帝国日本の性管理構造そのものに切り込んでいきます。 
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